
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
９
月
に
大
滝
中
津
川
地
区
で
土
砂
崩
落
が

発
生
し
、
県
道
が
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年

８
月
１
日
に
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
生
活
必
需
品
を
提
供
し
た
り
、
生
活
支
援
タ
ク

シ
ー
を
運
行
す
る
な
ど
、
住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
丁
寧
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
冬
の
間
、
唯
一
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
林
道
が

凍
結
等
で
危
険
と
な
る
た
め
、
市
営
住
宅
に
一
時
的
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
案
し
、
生
活
家
電
等
を
用
意
す
る
な
ど

の
対
策
も
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
、
心
か

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
５
月
に
秩
父
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
市
政
運
営

に
全
精
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
特
に
秩
父
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に

希
望
を
持
て
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
策
を
引
き
続
き
最
優
先
施

策
と
し
、
併
せ
て
医
療
・
福
祉
、
教
育
、
産
業
・
経
済
な
ど
の

施
策
に
つ
い
て
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
の
具
体
的
な
成
果
を
挙
げ
ま
す

と
、
新
入
学
児
童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
費
用
に
対
す
る
補
助

制
度
（
最
高
５
万
円
）
の
創
設
、
出
産
祝
金
の
創
設
お
よ
び
第

１
子
12
万
円
、
第
２
子
30
万
円
、
第
３
子
50
万
円
へ
の
増
額
、

学
校
給
食
費
の
補
助
率
の
拡
大
（
50
％
の
補
助
）
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
相
談
・
支
援
（
ネ
ウ
ボ
ラ
）
の
充

実
の
た
め
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
機
能
を
強
化
す
る
、
子
ど

秩
父
市
長　

北
堀　

篤

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
と
し
て
、
下
郷
児
童
館
に
子
育
て
支
援

課
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
母
と
子
の
心
身
の
回

復
や
安
定
の
た
め
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
開
始
、
幼
児
の
弱
視
等

を
早
期
発
見
す
る
た
め
の
屈
折
検
査
機
器
の
導
入
な
ど
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
秩
父
市
立
病
院
は
、
救
急
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
さ
ん
を
数
多
く
受
け
入
れ

る
な
ど
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

南
館
は
建
設
か
ら
42
年
が
経
過
し
て
お
り
、
本
館
も
施
設
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
一
部
の
診
療
等
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
や
医
療
現
場
か
ら
、
安
心
で
快
適
な
医
療
環

境
の
整
備
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
て
お
り
、
庁
内
で
市
立
病
院

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
も
現
場
に
赴
い
て
現
況
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
そ
の
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
は
有
識
者
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
立
病
院
を
建
て
替
え
す
る
方
向
で
、
早
急
に
検
討
を
始
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
滝
国
民
健
康
保
険
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
も
、
建

設
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
本
年

４
月
に
大
滝
総
合
支
所
や
公
民
館
、
図
書
館
大
滝
分
館
な
ど
と

併
設
す
る
建
物
に
移
転
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
滝
地

区
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

今
後
も
、
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
笑

顔
に
あ
ふ
れ
、
誰
も
が
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
る
ま
ち
」
を
目
指

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
、
す
べ

て
の
人
が
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、

秩
父
市
が
発
展
し
、
飛
躍
す
る
た
め
に
全
力
で
諸
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
希
望
に
満

ち
た
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ







法務大臣表彰法務大臣表彰

長年にわたり各分野で著しくご活躍された
方々に贈られる「秋の叙勲」が発表されま
した。
市内で受章された皆さんをご紹介します。

秩父市消防団副団長

岡田　貞明 氏
（堀切）

保護司

千島　敬子 氏
（大滝）

保護司
鶴見　篤子 氏
（上宮地町）

元秩父商工会議所副会頭

島田　憲一 氏
（宮側町）

元秩父消防本部消防司令長

保泉　晃 氏
（近戸町）

　岡田氏は、平成３年４月に秩父市消防団団員を拝
命し、数々の役職を歴任し、平成30年４月に秩父市
消防団副団長に就任されました。
　現在も長年培った豊富な経験・知識と指導力を
もって、多種多様な災害に備え、自己研鑽に励み、
また、団員の指導育成・資質向上に努め、市の安全・
安心に尽力されています。

　堀口氏は、昭和44
年に埼玉県警察に奉
職以来、38年余の長
きにわたり、警察職
務に奨励されまし
た。
　主に地域警察官と

して交通部門で活躍され、住民の立場に寄り添い、
地域に密着した対応を心掛け、パトロール活動や巡
回連絡などを通じて、県内の治安維持にご尽力され
ました。

　千島氏は、平成10年に法務大臣の委嘱を受け、保
護司として25年の長きにわたり、犯罪や非行に陥っ
た人たちの更正、犯罪予防の啓発および地域の安心・
安全のまちづくりにご尽力されました。
　また、平成25年５月から秩父地区保護司会の副会
長として、「社会を明るくする運動」へ積極的に取
り組むなど更生保護に貢献され、現在もご活躍され
ています。

　鶴見氏は、平成18年
５月に法務大臣の委嘱
を受けた後、保護司と
して17年にわたり活躍
したことから、長年の
功績が認められ表彰さ
れました。

　島田氏は、平成７年より秩父商工会議所議員、常
議員を歴任し、平成19年11月からは商業担当副会頭
として15年にわたり地域商工業の発展、振興に尽力
されました。また、平成19年５月に秩父市商店連盟
連合会会長および秩父市商店連盟事業協同組合理事
長、平成20年４月に埼玉県商店街連合会副会長に就
任し、地元の商店街のみならず県内全域の商店街の
振興に尽力されました。

　保泉氏は、昭和47年４月より秩父消防本部消防士
を拝命後、消防・救急・救助等さまざまな災害現場
活動に従事され、秩父消防署長として平成26年3月
に退職するまで42年の長きにわたり消防職員として
活躍されました。
　この間、常に率先して住民の生命、身体および財
産を保護するという消防の使命感に燃え、秩父地域
の安全確保に尽力されました。

秋 の 叙 勲秋 の 叙 勲

藍綬褒章藍綬褒章

瑞宝単光章瑞宝単光章
（危険業務従事者叙勲）（危険業務従事者叙勲）

藍綬褒章藍綬褒章

旭日双光章旭日双光章

瑞宝双光章瑞宝双光章
（危険業務従事者叙勲）（危険業務従事者叙勲）

堀口　秀夫 氏
（伊古田）

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、
各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。2024.１3



42024.１

計画の内容　『健康長寿 秩父』の実現を目指し、
健康づくり計画・食育推進計画・自殺対策計画
を一体化して策定します。
公表時期および意見募集期間
１月31日㈬～２月29日㈭
公表方法　市Ｃへの掲載、秩父・吉田・大滝・
荒川保健センターでの閲覧
意見の提出方法　各保健センターへ文書で提出、
秩父保健センターへ郵便（〒３６８－００１３
永田町４－17）・２２－５３３８、
３ hoken-center@city.chichibu.lg.jpで提出、
何でも投書箱へ投

とうかん

函
１秩父保健センター☎２２－０６４８

第３次秩父市健康づくり計画

　舞台上の間近でアーティスト
のパフォーマンスを体験する新
企画！　自作の映像機と楽器
を使った唯一無二のユニット・
usaginingenが秩父初登場！
と　き　３月９日㈯午後３時開演（午後２時30分開場）
ところ　大ホールフォレスタ舞台上
料　金　【全席自由】大人１，０００円、子ども（小学
生～高校生）５００円、未就学児無料（要申込）
申込開始　１月14日㈰午前10時～
※初日はメール予約のみ取り扱い。　
２【メール予約】①氏名、②氏名ふりがな、③電話番
号、④希望枚数を記載の上、３にて
３ccbhall＠city.chichibu.lg.jp
※ 件名を「舞台上ミニパフォーマンス申込」としてく
ださい。
※ 予約完了後、期日までに市民会館ホール事務室にて
チケットをお引き取りください。

【窓口販売】市民会館ホール事務室（午前９時～午後
６時・火曜日休館）
※申込初日の翌日以降、残券がある場合のみ。

　昨年に続き、大人のため
のワークショップを開催し
ます。今回は「からだ」を
テーマにした２日間！
と　き　３月２日㈯・
16日㈯〈全２日間〉
各日午後１時～４時
ところ　大ホールフォレスタ舞台上
講　師　神村　恵、佐々木　文美
対　象　中学生以上
定　員　各日10人程度（先着順）
料　金　１，０００円
申込開始　１月12日㈮午前10時～　
２①参加者氏名、②氏名ふりがな、③年齢、④性別、
⑤郵便番号、⑥住所、⑦電話番号、⑧メールアド
レス、⑨参加の動機を記載の上、３またはにて
３ccbhall＠city.chichibu.lg.jp
２３－２２９８
※ どちらか１日での参加も可能です。申込時にお
知らせください。

１市民会館☎２４－６０００（午前９時～午後６
時・火曜日休館）

自治功労（地方自治の振興に貢献し功績顕著な方）
新井清久、富田悦之、大前久好、西　弘行、大久保義孝、
小久保節義、堀口進午、阿左美義久、加藤　進、新井一雄
教育文化功労（教育・文化の振興に貢献し功績顕著な方）
一和多健太郎
スポーツ振興功労（スポーツ振興に貢献し功績顕著な方）
田代勝三
消防功労（消防団員として防火等に貢献し功績顕著な方）
守屋貴好、荒田義裕、大野木翼、増田　慎、安田俊樹、
小鹿原信子、根岸亮太、江原　徹、木暮　仁、荒巻賞午、
新井樹也、金鞠公久、笠原淳一、内田智也、石原　匠、
小池　拓、大島　寛、木本　渉、肥土祐太、林　正直、
中原拓哉、出浦一臣、落合勇太
福祉功労（社会福祉の向上に貢献し功績顕著な方）
藤村將行
産業観光功労（産業及び観光の振興に貢献し功績顕著な方）
長谷川満、田口俊夫
感謝状（寄附・その他特別に功労のある方）
秩父ロータリークラブ、西　勝寿、田中鹿十郎
（順不同。敬称略）
１秘書課☎２２－２２０１

舞台上ミニパフォーマンス舞台上ミニパフォーマンスuu
ウ サ ギ ニ ン ゲ ンウ サ ギ ニ ン ゲ ン
saginingensaginingen

「トンビ～魂の鼓動～」「トンビ～魂の鼓動～」
大人のためのワークショップ からだクラス大人のためのワークショップ からだクラス

令和５年度市政功労者表彰

～秩父市パブリックコメント手続き～

皆さんの皆さんの
　ご意見を　ご意見を
お寄せください！お寄せください！

神村　恵

撮影：Nahoko Morimoto
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